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　 「
阪
神･
淡
路
大
震
災

　
15
年
の
集
い
」
に
ご
協
力
を

第
76
回
評
議
員
会

　
　

保
険
医
協
会
は
11
月
15
日
、
協
会
会
議
室
で
第  

76
回
評
議
員
会
を
開
催
、
評
議
員
43
人
、
理
事

19
人
ら
、
会
員
72
人
が
参
加
し
た
。
西
宮
・
芦
屋

支
部
か
ら
は
支
部
長
の
大
森
公
一
先
生
が
発
言
し

た
。
発
言
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

   

西
宮
・
芦
屋
支
部
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
15
年
の
節
目
を
迎
え
る
来
年
の
１
月
16
日
に
、

５
年
前
の
集
い
に
引
き
続
き
「
阪
神
・
淡
路
大
震

災
15
年
の
集
い
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
集
い
は
、
一
九
九
五
年
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
被
災
者
の
そ
の
後

の
生
活
・
健
康
や
、
災
害
に
対
す
る
生
活
の
備
え
、

災
害
時
の
医
療
機
関
の
取
り
組
み
と
役
割
に
つ
い

て
、
市
民
と
医
療
関
係
者
の
交
流
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

世
話
人
会
だ
よ
り

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
10
月
23
日
（
金
）

に
フ
レ
ン
テ
西
宮
で
世
話
人
会
を
開
催
し

た
。
出
席
は
８
人
。

【
協
議
事
項
】

①
第
14
回
医
療
過
誤
訴
訟
セ
ミ
ナ
ー

（
11
・
14
）

②
第
22
回
在
宅
医
療
研
究
会
（
11
・
21
）

③
英
語
で
診
療
＃
24
（
12
・
４)

④
第
23
回
漢
方
研
究
会
（
薬
科
部
共
催
）

（
12
・
12
）

⑤
阪
神
・
淡
路
大
震
災
15
年
の
つ
ど
い

（
１
・
16
）

⑥
診
療
報
酬
改
定
研
究
会

⑦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
勉
強
会

⑧
病
診
連
携
、
勤
務
医
と
開
業
医
の
懇
談

会

※
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４

金
曜
日
で
す
。
支
部
に
つ
い
て
の

ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
13
時
よ
り
20
時
ま
で
、
西
宮
市
立
勤
労
会

館
の
３
つ
の
会
場
を
利
用
し
て
、
様
々
な
企
画
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　

「
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
は
、
日

本
福
祉
大
学
名
誉
教
授
の
金
持 

伸
子
先
生
、
関
西
学

院
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授
の
室
崎
益
輝
先
生
、
兵

庫
県
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
顧
問
の
鵜
飼
卓
先
生
を
お

招
き
し
、
被
災
者
の
生
活
と
健
康
や
災
害
時
の
医
療

な
ど
の
テ
ー
マ
で
講
演
・
討
論
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
医
療
関
係
者
の
集
い
」

で
は
、
東
京
都
中
野
区
医
師
会
の
中
村
洋
一
先
生
の

講
演
、
世
界
各
地
で
の
災
害
と
そ
の
復
興
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
交
流
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
・
協

会
会
員
の
交
流
会
の
ほ
か
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
長
谷

川
眞
弓
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
い
ま
す
。

 
 

こ
の
他
に
も
、
劉
揚
さ
ん
に
よ
る
二
胡
コ
ン
サ
ー

ト
、
災
害
・
復
興
の
記
録
展
示
、
市
民
の
た
め
の
救

急
処
置
・
心
肺
蘇
生
（A

E
D

）
実
習
コ
ー
ナ
ー
、
健
康

相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
様
々
な
企
画
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
が
企
画
致
し
ま
し
た
が
、
協
会

全
体
が
復
興
に
取
り
組
ん
だ
あ
の
大
震
災
か
ら
15
年

の
節
目
と
な
る
集
い
と
い
う
こ
と
で
、
協
会
と
の
共

評議員会で発言する大森先生

　兵庫県保険医協会・協会西宮芦屋支部

　阪神・淡路大震災 15年の集い
　【日時】１月１６日 (土 ) 午後１時～

　【場所】西宮市立勤労会館　 西宮市松原町２－３７

 
  　 (JR 西宮駅南へ徒歩 10 分 )

　　　TEL/0798-34-1662 　　　　　　 

　

　

　■健康相談コーナー（無料）　　　　　13:00 ～ 13:50　第 7会議室

　■救急処置・心肺蘇生（AED）実習コーナー
　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　 13:00 ～ 13:50　第 8会議室

  ■災害・復興の記録展示　　　　　　 13:00 ～ 19:00　第 8会議室

  ◆追悼の歌　　                   　　 13:50 ～ 14:00　大ホール

　　　＜アヴェマリア＞＜はなれていても友だちだよ＞                 

　　　　ソプラノ　長谷川 眞弓 さん 　ピアノ  榊原 契保 さん

　■講演・パネルディスカッション 　  14:00 ～ 15:50　大ホール

　　①「大震災被災者の生活と健康」　　　　　　　　　    　　　　　　

　　　　　　　　　　　日本福祉大学名誉教授　金 持 伸 子　先生

　　②「生活を基礎にした減災の考え方」

　　　　　　  関西学院大学総合政策学部教授　室 崎 益 輝　先生

　　③「災害時の医療 －避けられる死をなくするために－」

　　　 　 　　　兵庫県災害医療センター顧問　鵜 飼　  卓　先生

　◆二胡演奏　　　  　　　　　　　　　 16:00 ～ 16:30　大ホール

                                二胡演奏者　劉　 揚　さん

　■ボランティア・医療関係者の集い  16:40 ～ 19:00　第 8会議室

　　① 講演　「災害時に医療機関の果たす役割～東京都中野区医師会防災

    　 マニュアル～」　　 東京都中野区医師会　中 村 洋 一　先生

　　② 世界各地での災害とその復興の取り組み

　　③ 交流会・コンサート

　　　＜西宮芦屋支部緊急対策本部＞ボランティア・市民・協会会員

　  ※医師・歯科医師の先生やスタッフの方も
　　　　　　　　　　　　　　　ぜひ多数ご参加ください。

入場無料

催
企
画
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
他
支
部
の
皆
様
に
も
是
非
お
力
添
え
い
た
だ

き
、
た
く
さ
ん
の
方
々
と
共
に
震
災
か
ら
の
15
年

を
振
り
返
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。



　（２）２００９年１１月２５日（毎月３回５・１５・２５日発行）　　兵庫保険医新聞　　（昭和４３年６月１２日第三種郵便物認可）　　号外

第
14
回
医
療
過
誤
訴
訟
セ
ミ
ナ
ー

お
さ
ま
な
ら
な
い
怒
り
を

　
　
　
　
　   

真
摯
に
受
け
止
め

　
　

11
月
14
日
、
兵
庫
県
学
校
厚
生
会
館
会
議
室

で
、
講
師
に
寺
島
道
子
弁
護
士
（
寺
島
道
子

法
律
事
務
所
）
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
鵜
飼
万
貴

子
弁
護
士
（
米
田
泰
邦
法
律
事
務
所
）
を
迎

え
、
「
患
者
・
家
族
が
怒
る
と
き
～
『
こ
れ
で

す
ん
だ
』
の
か
、
『
こ
ん
な
目
に
あ
っ
た
』
の

か
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
14
回
医
療
過
誤
訴

訟
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
医
師
・
歯
科
医
師
・

薬
剤
師
・
医
療
ス
タ
ッ
フ
ら
41
人
が
参
加
し

た
。
司
会
を
務
め
ら
れ
た
半
田
伸
夫
先
生
（
西

宮
市
・
半
田
医
院
）
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

第
14
回
の
本
会
は
医
療
訴
訟
で
数
多
く
の
患
者

側
弁
護
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
寺
島
道
子
弁
護
士

を
お
招
き
し
て
開
催
さ
れ
た
。

「
患
者
・
家
族
が
怒
る
と
き
」
と
題
し
た
講
演

に
は
、
先
生
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
医
療
側
の｢

こ

れ
で
す
ん
だ｣

と
の
思
い
が
、
実
は
患
者
側
で
は

｢
こ
ん
な
目
に
あ
っ
た｣

と
い
う
思
い
に
な
る
こ

と
、
そ
こ
に
は
意
識
の
ず
れ
が
あ
る
こ
と
を
ま
ず

指
摘
さ
れ
た
。

次
に
、
原
告
側
は｢

真
実
を
知
り
た
い
、
反
省

し
て
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
し
て
ほ
し
く
な
い
、
と

に
か
く
腹
が
立
つ
こ
の
ま
ま
で
は
す
ま
せ
た
く
な

い｣

の
３
つ
の
思
い
が
あ
る
。
こ
れ
を
主
に
金
銭

賠
償
と
い
う
形
で
争
う
こ
と
の
問
題
や
、
過
失
の

有
無
、
損
害
の
判
定
、
因
果
関
係
の
立
証
を
患
者

側
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
難
し
さ
を
述
べ
た
。

ま
た
裁
判
官
、
裁
判
所
、
弁
護
士
に
も
数
多
く

の
限
界
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
訴
え
る
に
は
、
根
源

に｢

お
さ
ま
ら
な
い
怒
り｣

が
存
在
す
る
。
医
療

者
側
は
そ
の
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
必
要
が

あ
る
。

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
鵜
飼
弁
護
士
と
の
質
疑
応

答
も
法
則
界
の
常
識
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、

大
い
に
参
考
と
な
っ
た
。
事
件
の
真
相
解
明
方

法
と
し
て
裁
判
以
外
の
方
法
は
な
い
の
か
、
説

明
義
務
違
反
は
拡
大
解
釈
さ
れ
す
ぎ
で
は
な
い

か
、
カ
ル
テ
開
示
は
す
べ
て
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
か
、
な
ど
の
活
発
な
質
問
が
出
て
、
両

弁
護
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
答
え
、
実
に
興

味
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
非
常
識
な
モ
ン
ス
タ
ー
ペ
イ
シ
ェ

ン
ト
に
は
患
者
側
に
立
つ
と
し
て
も
無
理
が
あ

る
こ
と
も
分
か
り
、
小
心
者
の
筆
者
は
安
堵
し

て
会
を
後
に
し
た
。

 

　

 
 
 
 

【
西
宮
市
・
半
田
医
院　

半
田 

伸
夫
】 

【日　時】　12月 4日 (金 ) 午後 2時～ 3時半

【会　場】　西宮医療会館１階会議室

【テーマ】　「子宮頚部ガン検診と乳がん検診」

【講　師】　Com Language School

　　　　　　　　　　Mr Robert Conroy

【司　会】　ビューハイツクリニック院長

　　　　　　　　　　坂尾  福光　先生

【ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ】　林田クリニック院長

　　　　　　　　　　林田  英隆　先生

第 23 回漢方研究会（薬科部共催）

かぜ症候群の漢方治療
　　日　   時 ：１２月１２日(土 )　午後６時～８時

　　会　   場 ：兵庫県農業会館 101・102 号会議室

　　　　　　   　JR・阪神元町駅より南へ徒歩 10 分　078-333-5954( 代 )

　　講　 　師 ：栃木県野木町・野木病院副院長　加藤 士郎　先生

　　司　   会 ：広川 恵一　先生（広川内科クリニック）

　　　　　　 　長光 由紀　先生（ウイング調剤薬局）

　　

　　

患者と医師の意識のずれについて

　具体例を交えて講演する寺島道子弁護士

英語で診療 Medical English #24

非
核
平
和
祈
念
の
つ
ど
い

核
廃
絶
運
動
の
広
が
り
に
確
信

西
芦
支
部
相
談
役
の
幸
原
久
先
生
が
実
行

委
員
長
を
務
め
る
「
芦
屋
非
核
平
和
祈
念
の

つ
ど
い
」
が
10
月
24
日
、
芦
屋
市
の
上
宮
川

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
市
民
ら
約
80

人
が
参
加
し
た
。

こ
の
企
画
は
芦
屋
市
の
非
核
平
和
都
市
宣

言
を
記
念
し
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
は
紙
芝
居
の
上
映
と
記
念
講
演
が
行
わ

れ
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
佛
教
大
学
黒
岩
ゼ
ミ
が

08
年
に
製
作
し
た
紙
芝
居
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
人

形
」
を
上
映
。
被
爆
者
の
塗
炭
の
苦
し
み
を
語
り

継
ぐ
と
と
も
に
、
「
ア
メ
リ
カ
が
憎
い
と
か
、
ア

メ
リ
カ
の
人
た
ち
が
嫌
い
で
は
な
く
、
大
好
き

だ
っ
た
人
形
が
焼
け
死
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
…
戦

争
が
嫌
い
な
の
！
」
と
い
う
被
爆
者
の
願
い
を
表

現
し
、
感
銘
を
与
え
る
内
容
と
な
っ
た
。

記
念
講
演
は
、
関
西
学
院
大
学
法
学
部
教
授
の

冨
田
宏
治
先
生
を
講
師
に
「
核
兵
器
廃
絶
は
可
能

か
？
」
と
題
し
て
開
催
。
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

文
書
起
草
委
員
長
の
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぎ
、
徹
夜

続
き
で
起
草
に
取
り
組
ん
だ
苦
労
話
も
交
え
な
が

ら
、
核
が
テ
ロ
リ
ス
ト
の
手
に
渡
り
か
ね
な
い
恐

怖
や
、
「
核
抑
止
力
論
は
時
代
遅
れ
」
と
い
う
意

識
が
運
動
と
世
論
の
力
で
広
ま
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
、
た
い
へ
ん
分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
い
ま
こ
そ
核
兵
器
全
面
禁
止

条
約
を
話
し
合
う
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
。
ま
さ
に

Y
E
S
 
W
E
 
C
A
N

だ
と
思
う
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。

実
行
委
員
長
と
し
て

　
　
　
　
　

開
会
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
幸
原
先
生


